
禦こう

しめ縄づくりに余念がないのは、本町五丁目老人クラブ（会長／上田義明さん・会員60人）

の皆さん。11月中旬から、明通館（集会所）で毎週日曜日を中心に作業をはじめ、玄関用、

自動車用など約350本のしめ縄を熟練した手さばきで次々と作っておられます。

昭和63年から始まったしめ縄づくりも今年で6年目。「こうして、しめ縄をつくりをが

ら、今年一年間のことを語り合うのもひとつの楽しみです」と語る皆さん。額にはうっす

らと汗をにじませをがら、夜遅くまで作業は行われていました。

Soumu
楕円
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開
通
一
年
を
む
か
え
に

米
子
自
動

山陰と山陽をむすぷ大動脈、米子自動車道が昨年の12月

18日に開通して以来、ちょうど1年。

休日ともなると山陽、関西方面からひっきりなしに車の

往来があり、当初の予想を上回る交通量がある米子道。

開通1年をふりかえって、日本道路公団米子管理事務所

の野津総務助役さんと高速道路交通警察隊にインタビュー

いたしました。

五
月
の
連
休
に
は

盲
警
五
、
五
四
二
台
の
車
が
通
過

－
現
在
の
交
通
量
は
ど
の
よ
う
な
状

況
で
す
か
？

十
月
の
交
通
量
を
み
ま
す
と
、
下

り
線
　
（
落
合
か
ら
米
子
）
　
は
五
九
二

一
台
、
上
り
線
　
（
米
子
か
ら
落
合
）

は
二
九
七
七
台
が
一
日
平
均
の
数
値

で
す
。一

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

八
目
が
も
っ
と
も
多
く
、
一
日
平
均

で
下
り
線
が
八
八
五
七
台
、
上
り
線

は
四
五
〇
三
台
と
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
山
陰
を
訪
れ
た
方
や
逆
に
山
陽
、

関
西
方
面
に
行
か
れ
た
方
が
多
く
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
し

－
開
通
以
来
、
一
番
混
雑
し
た
の
は

や

い
つ
ご
ろ
で
し
た
か
？

本
年
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
し
た
。
湯
原
町
か
ら
久
世
町
を

通
る
新
鮮
購
ト
ン
ネ
ル
で
は
一
日
平

均
（
上
下
線
）
二
五
五
四
二
台
で
全

線
に
わ
た
っ
て
大
渋
滞
と
在
り
、
皆

さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
の
大
量
の

車
の
往
来
が
あ
り
ま
す
と
、
二
車
線

の
道
路
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。

I
こ
の
よ
う
に
、
交
通
量
が
増
加
す

れ
ば
、
や
が
て
は
四
車
線
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
く
ら
い
の
交
通

量
が
あ
れ
ば
四
車
線
に
な
る
で
し
ょ

う
か
？

現
在
は
暫
定
二
車
線
で
す
が
、
四

車
線
に
な
る
た
め
に
は
一
日
の
平
均

一
四
〇
〇
〇
台
が
必
要
と
在
り
ま
す
。

開
通
し
て
一
年
間
で
見
込
み
台
数

を
は
る
か
に
上
回
る
約
五
〇
〇
〇
台

の
交
通
量
が
あ
り
ま
す
の
で
、
遠
い

将
来
で
は
を
い
と
思
い
ま
す
。

－
私
た
ち
が
米
子
道
な
ど
の
ト
ン
ネ

ル
を
通
る
と
時
々
、
照
明
が
つ
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
何
か
理
由
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

光
の
照
度
は
す
べ
て
自
動
操
作
さ

れ
て
い
ま
す
。
畳
は
ト
ン
ネ
ル
内
は

比
較
的
明
る
く
し
て
い
ま
す
し
、
夜

は
暗
く
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
所
か

ら
急
に
暗
い
所
へ
、
ま
た
暗
い
所
か

ら
明
る
い
所
へ
を
ど
、
人
間
の
目
に

あ
ま
り
負
担
を
か
け
る
と
事
故
の
も

と
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
、
そ
の
点

を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

冬
場
は万

全
の
雪
氷
体
制
で

－
今
回
で
二
度
目
の
冬
を
迎
え
る
わ
　
　
け
で
す
が
、
雪
の
対
策
な
ど
は
ど
の

◎
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よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

十
一
月
二
十
日
～
明
年
三
月
二
十

日
の
期
間
は
雪
氷
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。そ

の
た
め
、
午
前
十
時
三
十
分
と

午
後
四
時
三
十
分
に
気
象
庁
か
ら
気

象
情
報
を
も
と
に
除
雪
、
凍
結
防
止

な
ど
の
対
策
を
行
う
と
と
も
に
高
速

道
路
交
通
警
察
隊
と
密
接
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
模
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
速

⑳

度
規
制
、
タ
イ
ヤ
規
制
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
道
路
情
報
板
や
交
通
情
報
な
ど
に

十
分
注
意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
体
制
と
し
て
江
府
イ
ン
タ
ー

に
除
雪
基
地
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
降
雪
の
際
に
は
即
座
に
除
雪
車

が
出
動
で
き
る
よ
う
に
を
っ
て
い
ま

す
。

米子自動車道での

故障車両の実態表
（件数）

車 種 別 大

型

普

通

軽
四

日
野 計

区 分 車 車 輪
車

転

エ

ン

ン

ン

冷 却 系 統

1 7 7 7 8 5

潤　 滑

（オ イ ル 不 足 な ど）
1 0 6 1 6

燃 料 系 統

（燃 料 不 足 な ど ）
2 5 5 1 1 5 ． 7 3

エ ン ジ ン 部

電 気 系 統

1 1 0 9 1 9 2 迫 1

車

体

走　 行

（； ラ ィ ッ 言）
2 8 6 1 0 9 8

そ の 他

（讐 レ誓 を 警）
3 13 0 1 3 1 14 7

合　　 計 9 46 7 6 6 8 55 0

（平成5年1日～8日）

点
検
を
お
こ
た
ら
ず

安
全
運
転
に
心
が
け
て

脱嘲

ま
た
、
米
子
道
の
場
合
は
高
低
差

も
著
し
く
、
ト
ン
ネ
ル
も
多
く
あ
り

特
に
冬
場
は
チ
ェ
ン
な
ど
の
装
備
を

忘
れ
を
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

チ
ェ
ン
の
装
備
の
し
か
た
、
装
着

の
す
る
タ
イ
ヤ
の
場
所
二
別
輪
駆
動

か
後
輪
駆
動
を
知
っ
て
お
く
こ
と
）

を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
速
道
路
の
事
故
原
因
に

は
高
速
道
路
に
入
る
ま
で
の
車
の
点

検
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ

ま
す
の
で
基
本
的
に
次
の
五
点
を
し

っ
か
り
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

①
タ
イ
ヤ
…
…
空
気
圧
は
一
般
道
を

走
行
す
る
よ
り
や
や

高
め
に
。

②
燃
料
…
…
…
燃
料
ゲ
ー
ジ
の
確
認
。

③
冷
却
水
…
…
冷
却
水
は
一
杯
に
。

水
も
れ
の
点
検
も
。

④
オ
イ
ル
…
…
オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
の
確

刃
心
C

⑤
貨
物
の
…
…
ロ
ー
7
、
シ
ー
ト
カ

積
荷
　
　
　
バ
ー
の
確
認
。

高
速
道
路
交
通
警
察
隊
に
交
通
事

故
の
状
況
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し

た
。

－
こ
の
一
年
間
の
交
通
事
故
の
傾
向

や
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

高
速
道
路
と
し
て
米
子
自
動
車
道

は
比
較
的
事
故
の
少
を
い
高
速
道
路

で
す
。事

故
の
傾
向
と
い
え
ば
、
脇
見
運

転
な
ど
に
よ
る
単
独
事
故
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
こ
の
単
独
事
故
の
た
め

に
大
き
を
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
し

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
こ
の
一
年

間
で
三
人
の
方
が
亡
く
を
ら
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
単
独
事
故
が
起
因
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

－
米
子
自
動
車
道
で
の
運
転
上
の
注

意
と
い
え
ば
、
ど
ん
な
点
で
し
ょ
う

か
つ
・高

速
道
路
を
運
転
す
る
際
に
は
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
安
全
速
度
を
守
る
こ
と
。

②
十
分
な
車
間
距
離
を
と
る
こ
と
。

③
割
込
み
を
し
な
い
こ
と
。

④
わ
き
見
運
転
を
し
な
い
こ
と
。

⑤
路
肩
を
走
行
し
な
い
こ
と
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



4

着
実

，
」

i

町
の
基
盤
づ
く
り
進
む

■‾蘭〝国道482量」l
江府中和用瀬線が平成5年4月1田から国道482号に昇格し

ました。また、一般県道金屋谷江府線（江尾～吉原～溝口）は主

要地方道岸本江府線に5月11日から昇格し、本格的に道路整備が

■
画
盟
叫
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

”
自
任
荘
〟
完
成
け
i

4
月
3
0
日
、
待

望
の
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
二
階
建

の
チ
ロ
ル
風
の
建

物
で
面
積
9
8
5

・
9
9
2
m
の
近
代

的
施
設
で
す
。

い
つ
で
も
入
れ

る
浴
室
な
ど
も
あ

り
、
憩
い
の
場
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

6
日
　
消
防
出
初
め
式

2
4
日
　
町
婦
人
大
会

16
日
～
19
日

第
4

8
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
大
山
町
）

28
日
自
作
そ
り
ワ
ー
ル
ド
・
カ

ッ
プ
・
イ
ン
・
奥
大
山

7
日
全
国
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
鏡
ケ
成
周
辺
）

1
5
日
江
府
中
学
校
卒
業
式

19
日
各
小
学
校
卒
業
式

29
日
子
供
の
国
保
育
園
卒
園
式

Soumu
四角形
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『
司
任
医
師
が
回
診
療
所

掛
駐
す
る
■

6
月
2
日
に
江
尾
診
療
所
に
大
本
康
祐
先
生
（
島
根
県
出
身
）

が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
町
に
住
み
な
が
ら
地
域
医
療
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

↓
．
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

ト
開
票
作
業
の
模
様

行
わ
れ
庫
』
1

6
月
1
5
日
に
告
示
さ
れ
た
町
長
、

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
議
員
選
挙

は
定
数
14
人
の
み
の
立
候
補
届
け
出

で
無
投
票
と
在
り
、
町
長
選
挙
の
み

6
月
20
日
に
即
日
開
票
さ
れ
、
福
田

正
臣
氏
が
当
選
し
町
政
二
期
目
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■層別養護老人ホーム完成す塁＿1
▼特別養護老人ホームの玄関附近

7月1日に特別養護老人ホームが完成しました。

社会福祉法人寿耕会が行うこの特老は50床の老人ホームと

10床のショートスティなどの設備も整った施設です。

1
日
役
場
職
員
人
事
異
動

5
日
子
供
の
国
保
育
園
入
園
式

6
日
各
小
学
校
入
学
式

7
日
江
府
中
学
校
入
学
式

30
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竣
工

式14
日
鏡
ケ
成
休
暇
村
起
工
式

30
日
町
民
体
育
大
会

（
俣
野
会
場
）

宮
市
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

完
成

15
日
町
長
、
町
議
会
一
般
選
挙

告
示

20
日
町
長
選
挙
投
票
日

Soumu
四角形

Soumu
四角形



■下面屋ダム・工事始もを■

■
東
藩
排
水
・

ほ
場
整
備
工
事
進
庖
』

集
落
排
水
工
事
は
、
川

筋
地
区
を
中
心
に
工
事
が

進
み
、
平
成
7
年
4
月
に

可
動
す
る
予
定
。

江
府
中
学
校
の
隣
地
に

は
、
そ
の
終
末
処
理
場
の

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

もし＿　　　　一ノ■才一

▼一　　　　　偏
J　　　■」

■・′　上智
、・’．∴ト∴∴項′　出土

．J／り′⊥＿■＿　ニ望≡；：

二竺＝撃妻

下
蚊
屋
ダ
ム
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
付
け
替
え
国
道
工
事
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。現

在
、
通
行
し
て
い
る
道
路
は
来
年
に
は
通
行
で
き
な
く
な
り
新
た

な
道
路
網
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ほ
場
整
備
工
事
は
、

土
地
改
良
締
合
整
備
事

業
（
俣
野
地
区
）
、
県
営

中
山
間
地
域
農
村
活
性

化
棒
合
整
備
事
業
な
ど
。

農
業
の
生
産
基
盤
の

整
備
は
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

▲柏原地区の
ほ場整備

1
日
蒜
山
大
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

無
料
化

6
日
町
農
業
委
員
会
選
挙
告
示

7
日
俣
野
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
始
ま
る

18
日
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票

28
日
御
机
集
会
所
竣
工
式

1
日
日
野
郡
体
育
大
会

（
江
府
町
）

4
日
町
和
牛
品
評
会

17
日
江
尾
十
七
夜

28
日
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

5
日
町
民
体
育
大
会

（
明
倫
会
場
）

10
日
高
齢
者
記
念
品
配
布

19
日
町
民
体
育
大
会

（
米
沢
会
場
）

（
江
尾
会
場
）

◎
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『
由
良
農
園
「
カ
サ
ラ
フ
ア
ー
ム
L

オ
ー
プ
ン
■

7
月
に
市
民
農
園

「
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
」

が
オ
ー
フ
ン
し
ま
し

た
。
4
2
区
画
あ
る
市

民
農
園
は
土
、
日
曜

日
を
中
心
に
利
用
者

に
大
好
評
で
す
。

管
理
棟
（
木
造
2

階
建
、
和
室
4
室
、

収
容
人
員
1

6
人
）
と

コ
テ
ー
ジ
（
木
造
2

階
建
、
収
容
人
員
4

人
）
3
棟
の
宿
泊
施

設
も
あ
り
、
利
用
者

の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■‾貢雨、低温で米でき宣■
限
度
数
量
の
6
割
の
出
荷
数
量
し
か
見
込
め
な
い
実
状
に

あ
る
米
の
出
荷
。

長
雨
、
低
温
に
よ
る
異
常
気
象
で
作
況
指
数
・
7

0
（
1
0
月
）

と
過
去
に
例
の
な
い
凶
作
と
な
っ
た
町
と
し
て
は
、
助
成
対

策
（
水
稲
共
済
掛
金
の
3
0
％
な
ど
）
、
農
作
物
被
害
対
策
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
設
け
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

『
侶

l
野
川
発
電
所

3
・
4
号
機
工
事
始
厚
旦
■

俣
野
川
発
電
所
の
3
、
4

号
機
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ポ
ン
プ
水
車
の
設
置
、

主
要
変
圧
器
の
取
り
付
け
な

ど
が
行
わ
れ
、
平
成
7
～
8

封
　
年
に
可
動
す
る
予
定
で
す
。

▼稲穂はひざの高さにもならず、ほとんど実が入っていない（小江尾地内）

離
郵
澗
済

針
結
巌
偽
悪

．

　

1

．

．

一

l

I

 

I

．

▲

「

．

．

．

．

．

■

・

1

■

’

1
日
町
営
住
宅
建
築
工
事
始
ま

10
日
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

15
月
町
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会1
日
　
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

24
日
町
慰
霊
祭

8
日
町
同
和
教
育
研
究
集
会

1
4
日
杉
谷
集
会
所
竣
工
式

19
日
奥
大
山
ス
キ
ー
場
開
き

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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今、紙の大きさが変わり

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
紙
を
使
わ
な
い
日
は
一
日
と
し
て
な
い
と
患
い
ま
す
。

手
紙
や
書
類
を
書
く
と
か
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
う
と
か
な
ど
、
そ
の
用
途
は
さ

ま
ざ
ま
。

普
段
、
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
紙
が
今
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特

に
紙
の
サ
イ
ズ
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
紙
が
変
わ
る
だ
け
で
も
、
時
代
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
流
れ
を
知
り
、
対
応
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
の
意
味
で
次
の
三
点
に
わ
け
て
、
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
点
は
紙
の
歴
史
。
第
二
点
は
紙
の
大
き
さ
の
生
い
立
ち
。
第
三
点
は
日

常
生
活
も
変
え
る
紙
の
大
き
さ
。
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
を
石
う
す
で
砕
き
、
そ
れ
を
水

を
媒
介
に
し
て
紙
を
す
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
製
造
方
法
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
伝
っ
た
起
緑
に
な
っ
た
の
が
タ
ラ

ス
の
戦
い
で
す
。を

契
機
に

紙
が
は
じ
め
て
、
発
明
さ
れ
た
の
は

中
国

後
　
漢
　
時
　
代

で
す

紙
の
歴
史
は
古
い
。
紙
は
そ
の
時

代
の
歴
史
を
残
し
、
情
報
を
伝
え
る

手
段
と
し
て
発
展
し
た
と
い
っ
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

紙
が
で
き
る
ま
で
、
記
録
を
と
ど

め
る
材
料
と
し
て
動
物
の
皮
や
骨
、

竹
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
で
す
。
ナ
イ
ル

川
に
野
生
し
て
い
た
ア
シ
に
似
た
、

パ
ピ
ル
ス
は
高
さ
二
～
三
㍍
、
太
さ

約
三
〇
舛
ン
。
こ
の
パ
ピ
ル
ス
の
茎
を

薄
く
切
っ
て
縦
横
に
並
べ
粘
り
の
あ

る
水
を
加
え
を
が
ら
強
く
押
し
っ
け

ま
す
。

⑳

そ
し
て
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
使
っ

て
い
ま
し
た
。

歴
史
上
、
は
じ
め
て
紙
が
発
明
さ

れ
た
の
は
中
国
で
、
後
漠
時
代
二

〇
五
年
）
　
で
す
。

察
倫
と
い
う
人
が
樹
皮
な
ど
の
原

料
を
使
っ
て
紙
を
す
い
た
の
が
そ
の

起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
漢
時
代
に
紙
の
発
明
が
あ

っ
た
の
は
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も

安
定
し
て
き
て
、
記
録
の
材
料
と
し

て
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
紙
の
つ
く
り
方
は
樹

皮
、
麻
く
ず
　
（
古
漁
網
）
、
ぼ
ろ
石

更
に
広
ま
る

こ
の
タ
ラ
ス
の
戦
い
で
サ
ラ
セ
ン

軍
に
敗
れ
た
中
国
軍
の
な
か
に
製
紙

工
が
お
り
、
彼
ら
が
捕
虜
と
な
っ
て

ア
ラ
ビ
ア
人
に
紙
を
す
く
方
法
を
教

え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
紙
す
き
に
必
要
を
設
備

を
整
え
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
製
紙
工

場
が
建
ら
れ
た
の
ち
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
に
は
中
国
の
製
紙
術
は
七
世

紀
の
は
じ
め
に
、
高
麗
の
僧
、
曇
徴

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
古
来
日
本
で
は

和
紙
の
製
造
技
術
が
あ
り
、
ミ
ツ
マ

タ
な
ど
を
原
料
と
し
て
紙
が
つ
く
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
近
代
的
を
機
械
製
紙
は

明
治
五
年
に
東
京
の
日
本
橋
に
有
恒

杜
と
い
う
工
場
が
は
じ
め
で
す
。
そ

し
て
明
治
八
年
に
は
東
京
の
王
子
に

抄
紙
会
社
（
現
在
の
王
子
製
紙
）
が

で
き
、
紙
の
需
要
と
と
も
に
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
都
市
部
を
中
心
に
工
場

が
集
中
し
た
理
由
は
原
料
と
し
て
使

っ
て
い
た
木
綿
が
豊
富
に
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）昔は、手紙や書類も筆を使って書いていた

ものです

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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紗

に
は
木
材
か
ら
製
紙
を
つ
く
る
方
法

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
は
じ
ま
っ

た
製
紙
法
は
全
世
界
に
ま
た
た
く
間

に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

判
と
A
判
と
は
ど
ん
な

違
い
が
あ
り
ま
す
か
？

第
二
点
は
紙
の
サ
イ
ズ
の
生
い
立

ち
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。私

た
ち
が
何
げ
な
く
コ
ピ
ー
な
ど

を
す
る
時
、
B
4
、
B
5
を
ど
と
い

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
い
っ

た
い
何
ん
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
A
判
は
ド

イ
ツ
の
D
I
N
規
格
の
A
列
系
統
を

取
り
入
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
世

界
共
通
規
格
の
寸
法
で
す
。

で
は
、
B
判
は
ど
う
か
と
い
い
ま

す
と
、
日
本
独
特
の
寸
法
で
面
積
を

A
判
の
五
〇
％
増
し
に
し
た
も
の
で

A
判
の
面
積
の
一
・
五
倍
に
な
り
ま

す
∪
　
（
各
辺
は
一
二
一
二
五
倍
）

昭
和
四
年
十
二
日
四
日
に
日
本
工

業
品
規
格
統
一
調
査
会
で
、
こ
の
A

判
、
B
判
の
規
定
（
次
の
図
①
）
が

決
定
さ
れ
、
－
E
S
9
2
号
P
l
　
〃
紙

丁

の
仕
上
げ
寸
法
″
　
と
し
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
A
判
で
も
B
判
で
も

す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
長
い
方
の
辺
を

半
分
に
折
る
と
長
辺
と
短
辺
の
比
率

が
ま
っ
た
く
同
じ
に
怒
る
所
で
す
。

数
値
で
表
わ
す
と
長
辺
は
短
辺
の

一
・
四
一
四
倍
（
つ
ま
り
躇
倍
）
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
紙
の
寸
法
の

基
本
を
A
列
0
番
を
面
積
1
㌦
と
し

長
辺
の
半
裁
ご
と
に
A
列
一
番
か
ら

十
番
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
l
r
レ
l

A 列 番号 単 位 （m ） B 列番 号 単 位 （m ）

0 8 4 1×1，18 9 0 1，03 0×1 ，45 6

1 5 9 4 ×　 84 1 1 7 28 ×1 ，03 0

2 4 2 0 ×　 59 4 2 5 1 5 ×　 72 8

3 2 9 7 ×　 42 0 3 3 6 4 ×　 51 5

4 21 0 ×　 29 7 4 2 5 7 ×　 36 4

5 14 8 ×　 210 5 18 2 ×　 25 7

6 10 5 ×　 14 8 6 12 8 ×　 18 2

7 7 4 ×　 10 5 7 9 1 ×　 12 8

8 5 2 ×　　 74 8 6 4 ×　　 9 1

9 3 7 ×　　 52 9 4 5 ×　　 64

10 26 ×　　 37 1 0 32 ×　　 45

A判・B判の日本工業規格の仕上げ寸法（図①）

日
本
で
考
案

次
に
B
判
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
大
蔵
省
印
刷
局
技
監
の
矢
野
道

也
氏
が
考
案
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
国
内
市
場
に
出
回
っ
て

い
た
四
六
判
・
菊
判
の
サ
イ
ズ
を
考

慮
し
た
上
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

四
六
判
と
は
ど
ん
を
大
き
さ
か
と

い
う
と
幅
が
四
寸
（
正
し
く
は
四
・
二

寸
）
長
さ
六
寸
　
（
正
し
く
は
六
二
一

寸
）
　
の
書
籍
用
紙
の
寸
法
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

余
談
で
す
が
、
日
本
に
は
古
来
、

和
紙
と
い
う
す
ぐ
れ
た
紙
が
あ
り
、

一
般
的
な
寸
法
は
一
・
一
尺
×
八
寸

（
一
八
八
ミ
り
×
一
二
七
ミ
リ
）
。
こ
れ

は
、
手
す
き
の
紙
を
半
分
に
し
た
大

き
さ
で
「
半
紙
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
普
通
半
紙
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、

こ
こ
か
ら
き
て
い
ま
す
）

次
に
、
菊
判
と
は
寸
法
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
輸
入
紙
の

商
標
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の

商
標
が
菊
の
花
で
あ
っ
た
の
で
そ
う

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
本
当
は
菊

の
花
で
は
な
く
て
ダ
リ
ヤ
の
花
で
し

た
）ふ

だ
ん
、
私
た
ち
が
用
紙
を
買
う

と
き
を
ど
、
お
店
の
方
が
四
つ
切
、

八
つ
切
と
い
っ
て
い
る
の
は
こ
の
四

六
判
全
紙
（
七
八
八
ミ
り
×
一
〇
九
一

、
り
）
を
四
つ
に
切
っ
た
も
の
　
（
ほ
ぼ

B
4
サ
イ
ズ
）
　
ま
た
八
つ
に
切
っ
た

も
の
　
（
ほ
ぼ
B
5
サ
イ
ズ
）
　
と
い
う

こ
と
で
す
。

四
六
判
全
紙
と
B
列
本
判
を
比
較

し
て
み
る
と
、
長
辺
で
二
三
ミ
り
、
短

辺
で
六
ミ
リ
四
六
判
全
紙
が
大
き
い
こ

と
に
在
り
ま
す
。

現
在
で
も
印
刷
業
は
こ
の
四
六
判

全
紙
を
裁
断
し
て
、
A
判
、
B
判
サ

イ
ズ
を
つ
く
り
印
刷
を
し
て
い
ま
す
。

前
で
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
四
六

判
の
大
き
を
違
い
は
長
辺
と
短
辺
の

長
さ
比
率
が
月
に
な
っ
て
を
い
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
紙
の
サ
イ
ズ
も
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
変
っ
て
き
て
お

り
、
そ
の
都
度
、
私
た
ち
の
生
活
に

も
大
き
を
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

Soumu
四角形
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し
て
A
判
に

変
わ
る
の
か

と
こ
ろ
で
、
何
故
B
判
か
ら
A
判

に
変
わ
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

前
で
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
B

判
は
日
本
独
特
の
も
の
に
工
夫
を
こ

ら
し
て
、
つ
く
ら
れ
た
サ
イ
ズ
で
す
。

一
方
、
A
判
は
今
、
世
界
共
通
と

い
え
る
ほ
ど
、
こ
の
サ
イ
ズ
が
ひ
ろ

く
つ
か
わ
れ
て
お
り
、
各
国
を
は
じ

め
民
間
で
も
現
在
幅
広
く
使
用
さ
れ

て
お
り
、
役
所
な
ど
も
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
本
格
的
に
は
役
所
で
も

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
サ
イ
ズ
は

日
常
生
活
も
変
え
る

第
三
点
は
日
常
生
活
も
変
え
る
紙
　
　
の
大
き
さ
に
つ
い
て
で
す
。

今
、
紙
の
大
き
さ
は
昔
か
ら
使
っ

て
い
た
日
本
の
形
態
の
B
判
か
ら
A

へ
と
変
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
配
布
す
る
文

書
は
ほ
と
ん
ど
B
判
で
す
　
（
こ
の
町

報
は
A
判
の
A
4
で
す
）
。

で
は
、
B
判
サ
イ
ズ
か
ら
A
判
サ

イ
ズ
に
変
わ
る
と
私
た
ち
の
日
常
生

活
が
ど
ん
を
ふ
う
に
変
わ
る
の
か
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

違
い
が
家
の

大
き
さ
に
も
影
響

よ
く
使
う
サ
イ
ズ
に
B
5
判
が
あ

る
が
、
A
4
判
に
比
較
し
て
、
長
辺

の
長
さ
が
四
王
違
い
ま
す
。

会
社
等
で
使
う
文
書
棚
　
（
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
）
　
は
普
通
高
さ
が
一
・
八
㍍
、

B
5
判
の
書
類
棚
は
普
通
五
段
と
在

り
ま
す
。
単
純
に
考
え
て
、
A
4
判

サ
イ
ズ
の
書
類
を
五
段
に
入
れ
る
と

二
〇
雪
も
高
く
な
り
、
一
番
上
の
段

に
書
類
を
入
れ
る
こ
と
も
を
か
を
か

む
ず
か
し
く
怒
り
ま
す
。

ま
た
、
文
書
棚
も
B
5
判
に
比
較

し
て
二
〇
彗
高
く
な
り
ま
す
の
で
、

高
さ
が
二
㍍
に
も
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
部
屋
の
天
井
の
高

さ
も
変
化
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
引
い
て
は
家
の
大
き
さ
に
も
変

化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
B
5
判
が
A
4
判
に

単
純
に
変
っ
た
と
仮
定
し
て
の
話
で

す
が
。ま

た
、
紙
の
サ
イ
ズ
の
変
化
は
紙

を
入
れ
る
書
類
袋
、
カ
バ
ン
等
の
大

き
さ
に
も
お
の
ず
か
ら
影
響
し
て
く

る
の
も
当
然
で
す
。

ま
た
、
大
き
さ
だ
け
で
を
く
、
こ

れ
か
ら
の
A
4
判
は
両
面
を
使
っ
て

ヽ

書
く
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に
表
だ
け
を

読
ん
で
終
わ
り
と
い
う
感
覚
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
私
た
ち
に
は
戸
惑
う

こ
と
が
時
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
表
だ
け
を
読
ん
で
裏
に

書
い
て
あ
る
こ
と
を
見
落
し
、
内
容

を
誤
解
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
、
紙
の
歴
史
か
ら
紙
の
大
き

さ
の
生
い
立
ち
、
更
に
は
日
常
生
活

の
影
響
ま
で
を
み
て
み
ま
し
た
が
、

移
り
変
わ
る
現
代
の
一
面
を
一
枚
の

紙
か
ら
も
感
じ
と
れ
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。

時
代
に
適
応
す
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
故
こ
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
本

質
も
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
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新しくなった新一公民館
新一公民館改築竣工式が開催

歴史を誇るそさい品評会も行う
主催・新一中提防組合

▲できばえをみる新一の皆さん（新一公民館）

新
町
一
丁
目
の
公
民
館
が
新

し
く
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
改
築
竣

工
式
が
福
田
町

？ア 出 盛 ．戚

二一白 輔

J u

r◆
．Lヽ

L
I 十

　 くノ
′． lIイ F

′
dゝJ U － 1■ 1■

L
′′　　　 ‾‾‾‾ミ ＼

▲完成を祝し、全員で記念撮影

長
、
加
藤
教
育

長
を
ど
の
来
賓

を
迎
え
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

真
新
し
い
公

民
館
で
は
さ
っ

そ
く
、
第
3
2
回

そ
さ
い
品
評
会

も
開
催
さ
れ
、

手
づ
く
り
野
菜

が
所
狭
し
と
展

示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

⑳
厳
粛
に
営
ま
れ
た

町
慰
霊
祭

▲しめやカリこ行われた町慰霊祭（山村開発センター）

十
一
月
二
十
四
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
町
慰
霊
祭

が
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し

た
。本

年
、
仏
式
で
営
ま
れ
た

町
慰
霊
祭
は
お
ご
そ
か
に
読

経
の
流
れ
る
を
か
、
ご
遺
族

の
方
々
は
今
は
亡
き
ご
家
族

を
思
い
浮
か
べ
を
が
ら
、
厳

粛
に
焼
香
を
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

明
後
年
に
は
戦
後
五
十
年

を
迎
え
る
今
。
ご
遺
族
の
表

情
も
感
慨
深
げ
で
し
た
。

も
う
ま
も
な
く
、
雪

が
降
り
そ
う
を
時
節
。

市
民
農
園
　
「
カ
サ
ラ

“市民農園・特製そばのでき上がり／”

フ
ァ
ー
ム
」

間
、
ご
利
用

い
た
だ
い
た

利
用
者
の
皆

様
に
お
出
で

い
た
だ
き
、

『
市
民
農
園

を
賞
味
す
る

会
』
と
題
し

で
は
一
年

っ
て
、
そ
ば
づ
く
り
に

挑
戦
。管

理
組
合
の
皆
さ
ん

も
手
伝
っ
て
、
そ
ば
づ

一年間ご利用

いただいた皆さんへ

感謝の気持ち

く
り
の
ほ
か
、

も
ち
も
つ
き

利
用
者
の
方

々
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を

過
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
下

た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。カ

サ
ラ
フ
ア
ー
ム
で

採
れ
た
そ
ば
の
実
を
使

蚊
屋
の
子
供
た
ち
も
い

っ
し
ょ
に
そ
ば
づ
く
り

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

▲下蚊屋の子供たちもお手伝い（市民農園）
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▲「あったかい、吸い物もどうぞ」とすすめるグループの皆さん

と
っ
て
も
お
い
し
い

山
菜
料
理

1
2
月
3
日
、
山
菜
会
（
山
菜

研
究
グ
ル
ー
プ
・
代
表
上
原

三
紀
子
㌔
・
会
員
1
1
人
）
が

町
内
外
か
ら
知
人
の
皆
さ
ん

が
集
い
、
日
輪
闇
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

地
元
で
探
れ
る
山
野
の
恵

み
を
材
料
に
、
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
っ
て
つ

く
っ
た
料
理
が
ず
ら
り
と
並

び
ま
し
た
。

身
近
か
に
探
れ
る
山
菜
を

生
か
し
て
、
特
産
品
づ
く
り

を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
喜
び
の
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

集
落
排
水

終
末
処
理
場

工
事
進
む

′蘭

▲工事の進む終末処理場

‥．、：l

、紆

江
府
中
学
校
の
隣
り
に

建
設
が
進
む
集
落
排
水
の

終
末
処
理
場
。

今
年
度
内
に
完
成
予
定

の
こ
の
処
理
場
は
川
筋
地

⑬

区
全
体
を
ま
か
な
う
も
の

で
総
事
業
費
は
約
三
億
で

本
格
的
に
可
動
す
る
の
は

平
成
7
年
4
月
の
予
定
に

な
り
ま
す
。

みごとな文化祭に拍手かっさい

本町五丁目解放文化祭盛大に開催

▲小学生による銭太鼓の演技（明道館）

熱
気
ム
ン
ム
ン
の

文
化
祭
が
行
わ
れ
た

の
は
1
2
月
3
日
～
4

日
の
両
日
、
本
町
五

丁
目
集
会
所
の
明
通

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿
一
「
り

呵
1
〟

′
■
ガ
「
㌦
了

▲たくさんの展示品がいっぱい（明道館）

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
か
で
も
、
1
2
月

4
日
に
は
文
化
祭
が

行
わ
れ
、
地
元
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
各
種

グ
ル
ー
プ
の
出
し
物

も
あ
り
、
を
ご
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
、
展
示
を

中
心
と
す
る
文
化
祭

の
ほ
か
に
、
こ
う
し

た
文
化
祭
が
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」
と
語
る
川

端
萱
志
一
区
長
さ
ん
。

夜
遅
く
ま
で
、
大

き
を
拍
手
は
鳴
り
や

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
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すべての要は人権尊重
薄くそう部落差妙

第19回江府町同和教育研究集会

1
2
月
8
日
、
第
1
9
回
町
同

和
教
育
研
究
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
は
四
つ
の
分
散
会

に
分
か
れ
て
、
日
ご
ろ
感
じ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
率

直
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
後
は
県
社
会
同
和
教
育

指
導
員
の
梅
実
先
生
が
　
「
幸

せ
は
と
も
に
」
と
題
し
て
講

演
。
実
体
験
を
も
と
に
語
ら

れ
る
話
に
出
席
者
は
心
か
ら

共
感
し
て
い
ま
し
た
。

▲全体会での模様（山村開発センター）

⑳ボ
ブ
ス
レ
ー
国
際
大
会

甘
本
初
一

み
ご
と
6
位
入
賞

高
山
淳
㌔

▲献血前に健康診断（農協本所）

江
尾
郵
便
局
前

土
井
垣
　
史
朗

松
本
　
美
佐
子

伊
田
　
史
昭

三
鴨
　
秀
己

清
水
　
昭
広

江
府
町
役
場
前

川　桑新瀬黒
上垣　見野　田

拓健一徳浩
也次郎明之

カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
ボ
ブ
ス
レ
ー
国

際
大
会
で
4
人
乗
り
の
競
技

で
高
山
淳
㌔
が
み
ご
と
第
六

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
㌔
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー

と
い
う
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
後
で

押
し
出
す
重
要
を
ポ
ジ
シ
ョ

ン
。
こ
の
よ
う
を
国
際
大
会

で
入
賞
し
た
の
は
日
本
初
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
2
人
乗

り
競
技
の
部
で
も
2
7
チ
ー
ム

中
1
2
位
と
大
健
闘
さ
れ
、
今

後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

まごころ（車重）
ありがとうございました

10月14日に町内4カ所で行われた献血に多くの皆さんにご協力
いただき、ありがとうございました。ご協力いただいた皆さんの
お名前を掲載いたし、お礼にかえさせていただきます。

中竹桑　西中三谷千
川　内原　岡林鴨口藤

秀幸巧　浩健敏博正
樹夫　　治治彦志

藤川　竹原清　岡加
原上　茂　田　水　田　藤

靖和幹浩孝典美
人根　司　司枝和

子

江
府
町
農
協
本
所
前

壕　大　西
原　岩　村

厚　徹弘
樹

川　松津
上　原澤

悦　由　恵
男　美美

子　子

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所
建
設
所
前

石
飛
　
卓
二
　
　
　
木
村
　
潤
一
郎

西
岡
　
ま
ち
子
　
　
遠
藤
　
道
弘

小
林
　
章

（
太
字
は
4
0
0
年
献
血
の
方
）

（
敬
称
略
）
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ll心

検
察
審
査
会
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
検
察
審
査
会
制
度
は
詐
欺
、

お
ど
し
、
交
通
事
故
を
ど
の
被
害
に

あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
ず
、
犯
人
は
な
ん
の
処
罰
も

さ
れ
ず
、
ど
う
も
理
解
が
で
き
な
い

と
い
う
ご
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
こ

の
検
察
審
査
会
に
自
由
に
ご
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
察
審
査
会
は
皆
さ
ん
の
な

か
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
が
検
察
官
の
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

制
度
で
す
。

被
害
者
、
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し

た
人
で
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不

満
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
審
査
の

申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
立
て
に
は
費
用
は
い
り

ま
せ
ん
。

申
立
て
の
手
続
き
、
ご
相
談
に
つ

い
て
は
次
の
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

米
子
検
察
審
査
会
事
務
局
　
（
鳥
取

地
方
裁
判
所
・
米
子
支
部
内
）

℡
〇
八
五
九
－
二
二
－
二
二
〇
五

鳥
取
県
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

鳥
取
県
で
適
用
さ
れ
ま
す
最
低
賃

金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
事
業
場
で
働
く

常
用
、
臨
時
、
パ
∴
－
ト
タ
イ
ム
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
と

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◎

【
鳥
取
県
最
低
賃
金
】

摘
四
、
二
六
九
円
（
鯛
五
三
四
円
）

（
平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら
発
効
し

ま
す
）

【
電
気
機
械
器
具
製
造
業

ほ
四
、
九
二
三
円
（
鯛
六
一
六
円
）

（
平
成
五
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
発

効
し
ま
す
）

言
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金
】

摘
四
、
七
三
二
円
（
鯛
五
九
二
円
）

（
平
成
五
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
発

効
し
ま
す
）

な
お
、
今
ま
で
の
産
業
別
最
低
賃

金
の
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
、
機

械
、
金
属
製
品
等
製
造
業
と
自
動
車

整
備
の
最
低
賃
金
は
改
正
後
の
鳥
取

県
最
低
賃
金
を
下
回
っ
た
た
め
、
平

成
五
年
九
日
三
十
日
で
廃
止
さ
れ
、

十
月
一
日
か
ら
は
鳥
取
県
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
十
八
歳
未
満
や
六
十
五
歳

以
上
の
方
で
雇
用
六
カ
月
未
満
で
あ

り
、
技
能
習
得
中
の
も
の
や
特
定
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
は
産
業
別

最
低
賃
金
の
適
用
が
除
外
さ
れ
、
鳥

取
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
、
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の

所
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

米
子
労
働
基
準
監
督
署

℡
〇
八
五
九
－
三
四
－
二
二
三
一

年
末
年
始
は

ご
用
心
〃
〃

＝
年
末
年
始
特
別
警
戒
＝

年
末
年
始
は
特
に
人
出
が
多
く
な

り
、
ス
リ
、
置
引
き
を
ど
の
盗
難
事

件
や
金
融
機
関
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
は
十
二
月
一
日
か
ら
来
年

一
月
五
日
ま
で
を
「
年
末
年
始
特
別

警
戒
」
と
し
て
事
件
、
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
次
の
点
に
注
意
し
て
年

末
年
始
を
過
し
ま
し
ょ
う
。

◎
暴
力
の
追
放

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」
　
「
暴
力
団

を
利
用
し
を
い
」
　
「
暴
力
団
に
金
を

⑳

出
さ
な
い
」
　
こ
の
暴
力
追
放
三
な
い

運
動
で
暴
力
団
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

◎
少
年
非
行
の
防
止

規
制
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
、
子
供
の
悩
み
に
気
軽
に
聞
け
る

家
庭
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
家
庭
の
防
犯

外
出
す
る
時
は
必
ず
戸
締
り
を
し

て
、
近
所
に
「
一
声
」
を
か
け
て
出

か
け
ま
し
ょ
う
。

整
汲
憑
濃
憑
娠
避
瀾
閻

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

安
江
久
夫
さ
ん

こ
の
た
び
、
安
江
久
夫
さ
ん
（
洲
河

崎
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
（
任

期
は
平
成
八
年
ま
で
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（15）

年末・年始の交通事故防止キャンペーン

挙孝養覇
『歩行者・自転車利用者の交通事故防止■

～「高齢者　こども　自転車　よく注意」～

●飲酒運転の締め出し■

～「ちょっとだけ　一杯くらいが　事故のもと」～

ポイント
（1）歩行者・自転車利用者の交通事故防止

ア　正しい歩行と横断

O　「横断は　見るくせ　待つくせ　止まるくせ」を徹底する。

○　少し遠くでも安全のため、横断歩道を渡る。

○　車の直前直後の横断はやめる。

イ　自転車の正しい乗り方

〇　二人乗り、並進、傘さし運転はやめる。

○　信号や標識に従う。

○　夜間は必ずライトをつける。

り　反射材等交通安全用具の効果の周知と着用

○　夜間外出するときは、明るい服装で、夜行反射材を着用する。

○　自転車の点検・整備を行うとともに、側面反射材を装着する。

工　「思いやり運転の励手引

O　「高齢者　こども　自転車　よく注意」を徹底する。

運転中は、高齢者・こどもに対する「指差し・注意」を励行する。

○　横断歩道・交差点及びその付近では、歩行者・自転車の通行をよく

確認し、安全運転を実行する。

（2）飲酒運転の締め出し

ア　飲酒運転締め出し気運の醸成

O　「飲酒運転四（し）ない運動」を実行する。

O　「ちょっとだけ　一杯くらいが　事故のもと」を徹底する。
○　飲酒の予想される会合等には車両を運転して行かない。

イ　運転する人に酒を出さない

○　酒類提供業者等による飲酒運転締め出し活動を行う。

○　飲酒した客には、他の交通機関の利用をすすめるなど、飲酒運転

をさせない。

○自動車を運転して来た訪問客には酒のもてなしはしない。

○　飲酒運転防止の職場規律を確立し、職場ぐるみで「飲酒運転四

（し）ない運動」を推進するとともに、キーの一時預かりやタクシ

ー利用等をすすめる。
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（16）

こんなときには

こんな野菜を
（国保カレンダーより）

野菜に含まれるビタミンやミネ

ラルは、体内で他の栄養素の代謝

を助けからだの潤滑油の働きをし

ます。これらが不足するとからだ

の抵抗力が弱って、次のような症

状を引き起こしがち。野菜はたっ

ぷり取りたいものです。野菜は煮

たり炒めたりして加熱すると、生

で食べるよりたくさん食べられま

す。ことに野菜に含まれるピタ三

ンA、C、巨は「健康づくりの工

－ス」といわれ、

ガン予防にも効

果があるといわ

れています。
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平易な語り口で
身近な話題を

昨
年
、
1
2
月
号
で
　
〃
本
年
は
広
報

七
変
化
を
心
掛
け
ま
す
〃
　
と
決
意
表

明
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

七
変
化
で
思
い
出
す
の
は
歌
舞
伎

の
市
川
猿
之
助
さ
ん
。
猿
之
助
さ
ん

扮
す
る
妖
怪
が
舞
台
の
袖
に
隠
れ
た

か
と
思
う
と
ま
た
た
く
間
に
舞
台
中

央
か
ら
せ
り
上
っ
て
、
見
目
麗
し
い

女
性
と
化
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
場

面
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
プ
ロ
の
技
に
は
ほ
と
ほ
と
感

心
す
る
ば
か
り
で
す
。

町
報
の
場
合
と
言
え
ば
、
舞
台
の

袖
に
隠
れ
た
と
思
う
と
脱
ご
う
と
し

て
い
た
衣
裳
に
足
を
か
ら
ま
せ
、
こ

ろ
ん
で
し
ま
い
、
あ
わ
て
て
舞
台
中

央
の
せ
り
上
り
に
登
っ
た
も
の
の
、

女
形
の
か
つ
ら
を
反
対
に
か
ぶ
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
忘
れ
、
お
客
様
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
満
面
の
笑
み
を

た
た
え
を
が
ら
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
せ

り
上
っ
て
い
く
と
「
あ
れ
、
お
客
様

が
い
を
い
／
」
と
う
し
ろ
向
き
。

冷
汗
だ
ら
だ
ら
と
大
恥
の
連
続
の

一
年
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

来
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
熱
い

思
い
を
平
易
を
語
り
口
で
身
近
な
話

題
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
鈍
筆
を
ふ

る
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
よ
い
お
正
月
を
。

（係）

㌍
爽
市
か
ら

優
和
美

之
典

浩
子

俣
野

西
伯
郡
名
和
町
か
ら

福
岡
県
遠
賀
郡

江
尾
か
ら

▼
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
分
厚
い
手

で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
真

心
込
め
て
し
め
縄
を
編
む
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。

稲
ワ
ラ
を
打
ち
、
そ
し
て
そ
ろ

え
る
の
が
女
性
。
そ
れ
を
見
事
に

し
め
縄
に
つ
く
り
上
げ
る
の
が
男

性
。
呼
吸
も
ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
て

テ
キ
パ
キ
と
作
業
は
進
む
、
見
る

か
ら
に
力
も
い
る
作
業
。
「
ど
の
く
ら

い
つ
く
る
ん
で
す
か
」
「
三
五
〇
本
」

「
え
〃
‥
そ
ん
を
に
つ
く
る
ん
で
す
か

／
」
と
驚
く
と
、
し
め
縄
作
り
の
達

人
、
岡
田
敏
雄
さ
ん
が
ひ
と
こ
と
「

家
で
は
六
〇
〇
本
作
っ
た
よ
」
　
と
た

ん
た
ん
と
返
答
さ
れ
た
。
も
う
何
も

言
う
こ
と
な
し
。

▼
特
集
で
紙
の
大
き
さ
が
変
わ
る
こ

と
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
を
か
を

か
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
も
の
が
変
わ

る
こ
と
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
変
だ
と
思

う
。
こ
の
二
、
三
年
の
う
ち
に
A
判

を
使
用
し
た
紙
が
大
半
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
と
思
う
。

い
ろ
い
ろ
変
わ
る
時
代
だ
け
れ
ど

人
の
心
だ
け
は
そ
う
変
化
し
て
ほ
し

く
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。
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